
 

 

１ 

公立大学法人県立看護大学中期目標の対照表 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

前文 

 岐阜県立看護大学（以下「大学」という。）は、岐阜県民の保健・医療・福祉のニーズ

に対応するためには看護サービスの質の向上が急務であるとして、平成１２年に開設さ

れ、看護の基礎を修得した人材の供給、大学院教育による看護実践指導者の育成、現職

看護職者の生涯学習支援のための路を拓いてきた。 

 公立大学法人岐阜県立看護大学           は、これまでの実績をさらに

発展させ、県民に提供される看護サービスの質の向上に広く貢献できる看護学の研究と

有為な人材の育成を図るため、学問の自由を基礎に据えた看護学の高等教育機関として

大学を設置し、管理することを目的とする。 

 前記の目的を達成するため、看護職としての責任を遂行できる人材を育成するととも

に、県内の現職看護職者に対しては、大学院教育を中核とした看護学にかかる生涯学習

を一層推進するほか、専門性を高めるための学習の機会を積極的に提供し、その資質の

向上に努める。 

前文 

 岐阜県立看護大学（以下「大学」という。）は、岐阜県民の保健・医療・福祉のニーズ

に対応するためには看護サービスの質の向上が急務であるとして、平成１２年に開設さ

れ、看護の基礎を修得した人材の供給、大学院教育による看護実践指導者の育成、現職

看護職者の生涯学習支援のための路を拓いてきた。 

 公立大学法人岐阜県立看護大学（以下「法人」という。）は、これまでの実績をさらに

発展させ、県民に提供される看護サービスの質の向上に広く貢献できる看護学の研究と

有為な人材の育成を図るため、学問の自由を基礎に据えた看護学の高等教育機関として

大学を設置し、管理することを目的とする。 

 前記の目的を達成するため、看護職としての責任を遂行できる人材を育成するととも

に、県内の現職看護職者に対しては、大学院教育を中核とした看護学にかかる生涯学習

を  推進するほか、専門性を高めるための学習の機会を積極的に提供し、その資質の

向上に努める。 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 １ 中期目標の期間 

この中期目標の期間は、平成28年4月1日から平成34年3月31日までの６年間

とする。 

２ 教育研究上の基本組織 

この中期目標を達成するため、教育研究上の基本組織として、看護学部看護学科、

大学院看護学研究科、看護研究センター及び図書館を置く。 

 

第１ 中期目標の期間及び教育研究上の基本組織 

 １ 中期目標の期間 

この中期目標の期間は、平成22年4月1日から平成28年3月31日 

までの６年間とする。 

 ２ 教育研究上の基本組織 

   この中期目標を達成するため、教育研究上の基本組織として、看護学部看護学科、

大学院看護学研究科、看護研究センター及び図書館を置く。 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

 １ 教育に関する目標 

（１） 人材の育成 

  ア 看護学部看護学科の教育 

     人間の尊厳と生命を尊重し、ヒューマンケアの基本と技術を身につけ、    

看護の対象が遭遇する諸問題の解決に看護職として責任をもって取り組み、看護

サービスの充実に貢献できる基礎的能力を有する人材を育成する。 

 

第２ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

 １ 教育に関する目標 

（１） 人材の育成 

  ア 看護学部看護学科の教育 

                  ヒューマンケアの基本 技術を身につけ、患者な

ど看護の対象が遭遇する諸問題の解決に看護職として責任をもって取り組み、看

護サービスの充実に貢献できる基礎的能力を有する人材を育成する。 

 

資料７ 



 

 

２ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

 

イ 大学院看護学研究科の教育 

  保健・医療機関、福祉施設等の看護の現場における看護実践活動の改善・改革

を指導する者として、人々が受ける看護サービスの現状を的確に把握し、その質

の向上を図ることができる専門性の高い看護職者を育成する。 

 特に、博士後期課程では、看護実践研究能力を付与する教育を担う 

ことのできる人材を育成する。 

 

（２） 学生の確保 

             

大学のアドミッションポリシー（入学者受入方針）に基づいた学生の確保に努め 

る。 

 

          

                                   

         

 

（３） 学生の支援 

  ア 学修支援 

    学生の学修に関する相談・指導をきめ細やかに行うための体制の充実を図ると

ともに、       学修環境の整備を行う。 

    大学院看護学研究科の学生に対しては、                 

     学修と就業が両立できるように支援する。 

 

イ 学生生活支援 

    学生の健康面、経済面、安全面など学生生活に関する相談・指導を行うための

体制の充実を図るとともに、学生生活が快適で豊かなものとなるよう大学施設・

設備等の整備を図る。 

 

ウ 就職支援 

    学生の進路や就職に関する相談・指導を行うための体制の充実を図るとともに、

看護師など各種資格取得に向けた適切な支援を行う。 

 

イ 大学院看護学研究科の教育 

   保健・医療機関、福祉施設等の看護の現場における看護実践活動の改善・改革

を指導する者として、県民が受ける看護サービスの現状を的確に把握し、その質

の向上を図ることができる専門性の高い看護職者を育成する。 

                                       

          

 

（２） 学生の確保 

ア 適切な入学者選抜の導入 

   大学の教育理念にかなった学生を確保するため、適切な入学者選抜方法を追究

し、導入する。 

 

イ 広報活動の充実 

   看護学を志向する者の拡大を図るため、戦略的かつ効果的な広報活動の推進を

図る。 

 

（３） 学生支援 

  ア 学修支援 

    学生の学修に関する相談・指導をきめ細やかに行うための体制の充実を図ると

ともに、図書の充実等の学修環境の整備を行う。 

    大学院看護学研究科の学生に対しては、社会人学生の置かれている立場に留意

し、学修と就業が両立できるように支援する。 

 

イ 学生生活支援 

    学生の健康面や経済面    など学生生活に関する相談・指導を行うための

体制の充実を図るとともに、学生生活が快適で豊かなものとなるよう大学施設・

設備等の充実を図る。 

 

ウ 就職支援 

    学生の進路や就職に関する相談・指導を行うための体制の充実を図るとともに、

看護師など各種資格取得に向けた適切な支援を行う。 



 

 

３ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

 

（４） 卒業後・修了後の支援 

  卒業者・修了者が専門職としての質の向上を図ることができるよう、卒業後・

修了後の支援を行う。 

 

               

                                        

            

２ 研究に関する目標 

（１）研究の方向性 

教員は、自己の専門性を深める研究及び専門領域に応じた教育方法の開発に関

する研究等を個人の責任において主体的・計画的に行う。 

さらに、県内の看護サービスの質を向上するための研究に組織として積極的に

取り組む。                                    

                           

 

（２）研究の水準の向上と成果の公表 

     研究の水準の向上を図るために、研究成果を適切な方法で公表する。     

                          

                                       

        

 

（３）研究倫理の遵守 

    看護学研究の実施に際しては、ヒューマンケアの根幹を成す倫理の尊重が不可

欠であることから、研究における倫理基準の遵守を徹底する。 

２ 研究に関する目標 

（１）研究の方向性 

教員は、自己の専門性を深める研究及び専門領域に応じた教育方法の開発に関

する研究等を個人の責任において主体的・計画的に行う。 

    さらに、県内の看護サービスの質を向上させるための研究に組織として積極的

に取り組むとともに、県内の看護実践・看護職者にかかる地域ニーズの把握に努

め、ニーズに対応するための研究に組織的に取り組む。 

 

（２） 研究の水準の向上と成果の公表 

     研究の水準の向上を図るために、研究成果を適切な方法で公表するとともに、

各種学会等に積極的に報告し、外部評価を受ける。 

     また、法人としても、教員に対して研究成果の公開の機会や共有の場を提供す

る。 

 

（３）研究倫理の遵守 

    看護学研究の実施に際しては、ヒューマンケアの根幹を成す倫理の尊重が不可

欠であることから、研究における倫理基準の遵守を徹底する。 

 

３ 地域貢献に関する目標 

（１）県内の看護サービスの質の向上に寄与する人材の供給 

大学の使命である県内で提供される看護サービスの質の向上が確実に図られる

よう、  卒業者や   修了者の県内での就業と定着の促進を図る。なお、卒

業者の県内就職率の目標値を６０％とする。 

 

（２）看護生涯学習支援の推進  

    県内の看護職者が抱えている課題等を解決し、看護実践の改善    に関す

る研究等を支援するため、看護職者と大学との共同研究事業及び看護実践研究指

３ 地域貢献に関する目標 

（１）県内の看護サービスの質の向上に直結する人材の供給 

法人の使命である県内で提供される看護サービスの質の向上が確実に図られる

よう、学部卒業者や大学院修了者の県内での就業と定着の促進を図る。                            

 

 

（２）看護生涯学習支援体制の充実 

    県内の看護職者が抱えている課題等を解決し、看護職者が行う業務改善に関す

る研究等を支援するため、看護職者と大学との共同研究              



 

 

４ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

導事業等を推進し、その成果を積極的かつ分かりやすく発信する。 

 

（３）看護サービスに関する県内ニーズへの対応 

    看護実践・看護職者にかかる県内ニーズの把握に努め、ニーズに対応するため

に組織的に取り組む。 

 

（４）県の看護政策  への寄与 

    県の高等教育機関としての使命を果たすため、大学の有する知的資源や人材を

活用して、県の看護政策  に寄与する。 

 

   等を推進する。 

 

（３）看護サービスに関する県内ニーズへの対応 

    保健・医療・福祉など幅広い分野における看護サービスに関する県内のニーズ

に対応するための支援を行う。                       

 

（４）県の看護政策推進への寄与 

   県の高等教育機関としての使命を果たすため、大学の有する知的資源や人材を

活用して、県の看護政策推進に寄与する。 

４ 教育研究組織と実施体制に関する目標 

（１）適正な教育研究組織及び教員配置 

教育、研究、地域貢献の目標をより効率的・効果的に達成するため、必要な教

育研究組織を構成し、教員を適正に配置する。 

 

（２）教員の能力向上 

より質の高い教育研究を実施するため、研修の充実など教員の能力開発を推進

する。 

 

（３）国際的な学術交流の推進 

   学生及び教員にとって魅力ある教育研究環境づくりのため、海外看 

護系大学との学術交流を推進する。 

 

 

（４）外部諸機関との連携 

大学の教育研究活動の充実を図るため、県内の地方自治体、保健・医療機関、

福祉施設など外部機関との効果的な連携体制を構築する。 

 

４ 教育研究組織と実施体制に関する目標 

（１）適正な教育研究組織及び教員配置 

教育、研究、地域貢献の目標をより効率的・効果的に達成するため、必要な教

育研究組織を構成し、教員を適正に配置する。 

 

（２）教員の能力向上 

より質の高い教育研究を実施するため、研修の充実など教員の能力開発を推進

する。 

 

               

                                       

             

 

 

（３）外部諸機関との連携 

大学の教育研究活動の充実を図るため、県内の      保健・医療機関、

福祉施設など外部機関との効果的な連携体制を構築する。 

 

 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

 １ 業務運営体制の改善に関する目標 

（１）業務運営体制の確立 

第３ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

 １ 業務運営体制の改善に関する目標 

（１）業務運営体制の構築 



 

 

５ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

機動的かつ弾力的な  運営を行うために、理事長（学長）のリーダーシップ

が円滑に発揮できる体制を強化し、単科大学にふさわしい業務運営体制の確立に

向けた改善・改革に取り組む。 

 

 

                    

                                       

 

（２）外部意見の反映               

外部からの視点を生かすため、役員や審議会委員に積極的に学外者の登用を図

る     とともに、看護の現場に勤務する看護職の意見を反映させる        

など、   開かれた  運営を行う。 

 

（３）業務運営の適正化 

   業務運営の適正化を確保するため、職員のコンプライアンスを徹底する。 

 

機動的かつ弾力的な法人運営を行うために、理事長（学長）のリーダーシップ

が円滑に発揮できる体制を確立し、小規模法人にふさわしい業務運営体制を構築

する。           

 

 

（２）教員及び事務職員の連携体制の構築 

効率的な業務運営を図るために、教員と事務職員の連携・協力体制を構築する。 

 

（３）外部意見の反映 

役員や審議会委員に積極的に学外者の登用を図り、外部の視点を生かした幅広

い法人運営を行うとともに、看護の現場に勤務する看護職の意見を反映した人材

育成を行うなど、地域に開かれた法人運営を目指す。 

 

（４）業務運営の適正化 

法人の業務運営の適正化を確保するため、内部監査の充実を図る。      

 

２ 人事の適正化に関する目標 

（１）人材の確保 

ア 教員 

大学の教育研究の質の維持向上を図るため、柔軟かつ多様な雇用形態や教員の教

育研究環境の整備などにより、大学にふさわしい質の高い教員の確保に努める。 

 

イ 事務職員 

計画的な採用等により、大学の特性にあった専門性の高い事務職員の確保に努め

る。 

 

（２）人材の育成 

  ア 評価制度の改善 

  業務の質の向上を図るため、職員の評価制度を改善する。 

 

 

イ 研修の推進 

２ 人事の適正化に関する目標 

（１）人材の確保 

ア 教員 

大学の教育研究の質の維持向上を図るため、柔軟かつ多様な雇用形態や勤務形

態を導入するなどにより、創造性豊かな教員の確保に努める。 

 

イ 事務職員 

計画的な採用等により、法人の特性にあった専門性の高い事務職員の確保に努

める。 

 

          

（２）評価制度の構築 

    法人業務の質の向上を図るため、職員の能力・業績を適正に評価する制度につ

いて研究し、制度を構築する。 

 

          



 

 

６ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

職員の能力向上のため、職員研修を推進する。 

 

                         

３ 事務の実施体制の充実及び効率化に関する目標 

 （１）実施体制の充実 

    業務内容に応じた適切な事務組織を目指し、事務実施体制の改善を図る。 

 

           

                                                

            

 

（２）事務の効率化 

   少人数体制での質の高い事務執行を行うため、継続して検討を行い、事務の効

率化を図る。 

 

３ 事務の実施体制の充実及び効率化に関する目標 

 （１）実施体制の充実 

    適正に事務組織を構成し、事務職員を配置するなど、法人業務の特性を踏まえ

た事務実施体制を構築する。 

 

（２）事務職員の育成 

   業務運営の充実及び効率化を図るため、事務職員の研修の充実など能力開発や

人材育成に努める。 

 

（３）事務の効率化 

   事務の集約化・簡素化と適正な配分等により事務処理の効率化を推進する。 

 

                

                                        

                    

                                        

           

 

４ 危機管理に関する目標 

教育研究活動を円滑に実施するため、学生及び職員の健康の確保及び事故、犯罪、

災害等の発生の未然防止に努める。 

また、健康を脅かす事案や事故等が発生した場合に迅速に対処できる危機管理体

制を整備する。 

第４ 財務内容の改善に関する目標 

 １ 財政基盤の強化に関する目標 

（１）長期財政計画に基づく経営 

長期的な財政計画を策定し、それに基づいた経営を行う。 

 

 （２）自己収入の確保 

科学研究費補助金など外部資金の獲得に努める。 

 

 

第４ 財務内容の改善に関する目標 

                

                 

                           

 

１ 自己収入の確保に関する目標 

（１）外部資金の獲得 

科学研究費補助金など外部資金の獲得に努める。 

 



 

 

７ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

                           

 

（２）その他自己収入の確保 

施設の有効活用について検討を行い、適正な使用料収入の確保に努める。 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

職員のコスト意識の定着を図り、経費削減につながる予算執行  に努める。 

 

２ 経費の抑制に関する目標 

職員のコスト意識の改革や事務処理の効率化等により、法人運営経費の抑制に努め

る。 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

適正な資金管理を行い、資金の安全かつ効率的・効果的な運用に努める。 

３ 資産の運用管理の改善に関する目標 

適正な資金管理を行い、資金の安全かつ効率的・効果的な運用に努める。 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況についての自己点検・評価並びに当該状

況に係る情報の提供に関する目標 

 １ 自己点検・評価に関する目標 

業務の改善・改革につながる自己点検・評価を推進する。 

 

第５ 教育及び研究並びに組織及び運営の状況についての自己点検・評価並びに当該状

況に係る情報の提供に関する目標 

 １ 自己点検・評価に関する目標 

教育研究活動及び法人運営について、定期的に自己点検及び評価を行うとともに

その結果に基づく改善措置を実施する。 

また、自己点検及び評価の結果を定期的に公表する。 

 

２ 情報公開と広報に関する目標 

県民に対する説明責任を果たすため、積極的に情報を公開し、大学       

          の透明性を図る。 

 また、広報の充実に努め、大学の認知度を高める。 

２ 情報公開の推進に関する目標 

県民に対する説明責任を果たすため、法人の諸活動の実績等について適切な方法

で公表し、法人運営の透明性を図る。 

                      

 

第６ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設・設備の整備、活用等に関する目標 

良好な教育研究の環境を確保するため、大学の施設・設備の常時点検を推進する

とともに、長期修繕計画により計画的な維持管理を行う。 

 

第６ その他業務運営に関する重要目標 

１ 施設・設備の整備、活用等に関する目標 

良好な教育研究の環境を確保するため、法人の施設・設備の計画的な維持管理を

行うとともに、有効活用を図る。 

 



 

 

８ 

第２期中期目標（案） 第１期中期目標 

２ 危機管理に関する目標 

（１）健康管理と安全対策  

学生及び職員の健康の確保及び事故、犯罪、災害等の発生の未然防止に努め、

安全対策に万全を期す。 

また、健康を脅かす事案や事故等が発生した場合に迅速に対処できる危機管理

体制の改善を図る。 

 

 （２）情報の管理 

    大学が保有する情報を、適正に管理する。 

 

              

              

                                        

              

                                        

           

 

        

                   

３ 倫理に関する目標 

良好な教育研究活動や職場環境の維持を図るため、学生及び職員の倫理観を高め、

人権意識の向上に積極的に取り組む。                     

                     

                                     

                

２ 倫理に関する目標 

良好な教育研究活動や職場環境の維持を図るため、学生及び職員の倫理観を高め、

人権意識の向上に積極的に取り組むとともに、ハラスメント等の行為の発生の未然

防止と対応体制の確立を図る。 

また、法人が行うすべての業務において、個人情報の管理を確実に行い、管理方

法の点検を推進する。 

 

              

                                

 

３ 環境の保護に関する目標 

環境保護や省エネルギー化を推進し、環境に配慮した法人運営を図る。 

 

 


